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四一一円

子

ど

も

を

交
通
事
故
か
ら

守

ろ

う

きょうから 1年生

町内11の小学校入学式II、6目、、っせいに行なわれ

まLt:。

新い、帽子、 新い、ラン ドセルに身を包んだ205名

の1年生は、喜びに胸をはずませ、元気に登校。

この子どもたちの無事故ど健やかな成長をみんなで

祈ワまLょう。
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一般会計

特別会 計豊かな町づくりに

昭
和
四
十
五
年
度
の
予
算
案
は
、
三
月
十
ニ
二
千
円
と
な
り
前
年
度
に
比
ベ
一
般
会
計
で
十

日
か
ら
十
九
日
ま
で
開
か
れ
た
第
一
固
定
例
町

三
・
三
折
、
特
別
会
計
で
四
十
六

・
三
%
の
増

一
蟻
舎
で
決
ま
り
ま
し

た

。

と

な

り

、

か

つ

て

な

い

大

型

予

算

と

な

り

ま

し

一

子
草
額
は
、
一
般
会
計
五
億
二
千
三
百

六

十

た

。

一

一

一
七
万
六
千
円
、
特
別
会
計
二
億
三
千
六
百
十
四
今
月
は
、
予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か

万
六
千
円
で
、
総
額
七
億
五
千
九
百
八
十
二
万
そ
の
お
も
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

、

叩

叩

叫

が

諸

控

除

の

引

き

上

げ

で

三

百

一
計

一

四

十

万

円
、
固
定
資
産
税
で
も

一

会

一

超

過

課

税

解

消
の
最
終
年
次
に

一
制
収

一

あ
た
り
、
百
二
十
八
万
円
の
減

一

一

一

説

と

な

り

ま

す

。

こ

の

た

め

、

「

ト

」

自

然

増

収

を

み

こ

ん

で

も

前

年

に
比
べ
約
二
百
万
円
の
増
に
と

ど
ま
っ

τい
ま
す
。

町
税
は
全
体
の
十
二
%

こ
と
し
の
予
算
は

既
定
行
政
経
費
の
節

減
に
努
め
健
全
財
政

を
基
本
と
し
て
、
生
活
改
善
セ

ソ
タ
l
建
設
、
公
営
住
宅
建
設

な
ど
『
町
民
に
直
結
す
る
施
設

の
充
実
』
と
、
今
金
小
学
校
の

改
築
、
豊
田
橋
の
鍋
け
替
え
な

ど
『
町
勢
進
展
上
必
要
な
継
続

事
業
』
を
根
幹
に
、
町
民
の
生

活
向
上
を
図
る
た
め
重
点
的
積

極
的
に
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
台
所
を
ま
か
な
う
歳
入

で
は
、

地
方
交
付
税
が
一
日
億
一

千
六
百
九
十
八
万
九
千
円
で
全

体
の
四
十
二
%
を
占
め
、
国
や

道
か
ら
の
補
助
金
が
一
億
二
千

五
百
九
十
三
万
円
で
二
十
四

M

町
僚
が
六
千
四
百
四
十
万
円

で
十
ニ
係
、
町
税
が
六
千
=
百

三
十
万
七
千
円
で
十
二
%
、
残

る
十
%
が
誇
収
入
や
使
用
料
、

そ
の
他
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
、
圏
、
道
の
補

助
金
、
町
債
は
い
づ
れ
も
依
存

財
源
で
す
が
、
と
れ
ら
を
合
わ

せ
る
と
七
十
九
%
、

四
億
一
千

三
百
九
十
万
九
千
円
と
な
り
町

の
予
算
の
八
割
は
他
に
そ
の
財

源
を
依
存
し
て
い
る
わ
け
で
す

ま
た
、
町
税
で
は
、
町
民
税

山
村
振
興
事
業
を
推
進
し

生

活

環

境

を

整

備

産

業

経

済

ー山
村
振
興
法
に
よ
る
振
興
山

村
整
備
計
画
の
初
年
度
分
と
し

て
、
鈴
金
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

建
設
に
九
百
五
万
一
千
円
、
新

生
、
八
束
、
稲
穂
地
区
の
簡
易

給
水
施
設
補
防
に
六
百
十
三
万

円
。産
業
基
盤
確
立
の
た
め
、
総

合
か
ん
ば
い
事
業
、
稲
施
地
区

幹
線
農
道
事
業
な
ど
に
二
百
九

十
五
万
七
千
円
、

農
業
構
造
改

善
事
業
に
三
百
三
十
八
万
五
千

円
、
ま
た
、
農
業
振
興
の
た
め

農
業
労
務
需
給
調
整
対
策
、
開

拓
者
離
農
対
策
に
合
わ
せ
て
ニ

A
7
小
改
築
工
事
本
格
的
に

公

営

住

宅

は

二

十

戸

建

設

教

育

・

文

化

電
報
知
設
備
に
合
わ
せ
て
二
百

一
万
四
千
円
。
義
務
教
材
即
日
平

理
科
、
産
業
教
育
の
筏
興
及
び

教
具
の
充
嘆
の
た
め
、
千
二
十

七
万
二
千
円
が
計
上
さ
れ
ま
し

た。
社
会
教
育
で
は
、
青
少
年
の

健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
各
種

団
体
平
行
事
に
百
三
十
二
万
二

千
円
の
助
成
を
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
青
少
年
会
館
は
、
器

具
格
納
庫
新
設
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
に
三
十
三
万
円
、
術
品
購

入
に
三
十
八
万

七
千
円
と
こ
と

し
も
内
容
を
充

実
し
ま
す
。

順聞に進む今小改第工事

昨
年
か
ら
着
工
さ
れ
た
今
金

小
学
校
の
改
築
は
、
今
年
度
か

ら
本
格
的
工
事
に
入
り
ま
す
が

九
千
二
百
九
十
五
万
六
千
円
を

投
入
し
、
第
一
期
工
事
が
完
成

す
ル
予
定
で
す
。

明
る
く
健
康
的
な
環
境
の
な

か
で
楽
L
〈
勉
強
で
き
る
よ
う

各
学
校
の
床
の
張
り
替
え
や
箆

援
の
補
修
な
ど
の
整
備
、
ま
た

火
災
予
防
の
た
め
火
民
・
ろ
う

土道
路
整
備
で

は
、
昭
和
線
舗

装
工
事
、
金
原

線
農
免
道
路
事

業
な
ど
に
一
千

四
十
九
万
八
千

円
、
光
台
線
の

改
良
事
業
に
一

千
二
百
五
十
五

万
四
千
円
、
ま

た
、
町
道
の
維
持
補
修
に
六
百

六
十
三
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し

た。
初
回
橋
の
京
久
橋
郵
け
替
え

の
継
続
都
世
間
を
は
じ
め
、
紅
葉

橋、

馬
場
川
橋
の
掛
け
替
え
に

七
百
二
十
三
万
四
千
円
、
ま
た

上
利
別
橋
な
ど
の
補
修
に
百
四

百
八
十
五
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

林
業
振
興
で
は
、
ニ
カ
年
計

画
で
実
施
す
る
畑
町
沢
林
道
開

設
に
千
三
百
九
十
二
万
八
千
円

冷
害
備
林
造
成
、
青
少
年
林
業

育
成
の
補
助
金
に
六
十
万
円
、

引
き
続
き

ιと
し
も
行
な
わ
れ

る
公
有
林
造
成
事
実
に
六
百
二

万
九
千
円
が
阿
見
込
ま
れ
て
い
ま

す。
ま
た
、
地
元
商
工
業
者
の
安

定
を
図
る
た
め
、
と
く
に
金
敵

対
策
を
重
視
し
道
信
用
保
証
協

会
予
託
金
に
二
百
万
円
、
商
工

会
へ
の
助
成
に
百
二
十
万
円
予

算
化
し
ま
し
た
。

ヱ
-
千
円
、
第
三
年
次
自
の
第

二
幹
線
川
改
修
事
業
に
は
、
六

百
六
十
一
万
三
千
円
が
見
込
ま

れ
ま
し
た
。

災
害
復
旧
事
業
と
し
て
は
、

豊
田
橋
の
掛
け
替
え
に
四
千
六

百
七
十
八
万
四
千
円
予
算
化
し

ま
し
た
。

住
宅
対
策
と
し
て
は
、
南
団

地
に
千
八
百
七
十
七
万
四
千
円

で
、
第
一
種
十
二
戸
、
第
二
種

八
戸
の
合
わ
せ
て
二
十
戸
建
設

し
ま
す
。

老

人

対

策

に

重

点

交

通

事

殺

防

止

も

強

化

福
祉
・
衛
生

木

社
会
福
祉
で
は
、
老
人
対
策

に
重
点
を
お
き
、
老
人
家
庭
畢

仕
雲
託
料
、
老
人
健
康
診
査
な

ど
に
八
十
一
万
四
千
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。
北
部
桧
山
三
町

田
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、
し
尿
処

理
場
が
完
成
し
ま
し
た
が
、
こ

の
負
担
金
と
し
て
二
百
七
十
万

円
、
ま
た
、
じ
ん
か
い
処
理
施

設
の
建
設
負
担
金
と
し
て
四
百

八
十
四
万
円
を
支
出
し
ま
す
。

所
得
の
低
い
家
庭
の
妊
産
婦

や
乳
児
の
健
康
増
進
を
図
る
た

め
、
母
子
栄
養
強
化
費
に
士
一
十

一
万
四
千
円
、
伝
染
病
平
成
人

病
予
防
の
経
費
と
し
て
百
四
十

四
万
二
千
円
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
四
十
六
年
度
か
ら
着
工
予

定
の
種
川
地
区
簡
易
水
道
事
業

は
、
今
年
度
百
万
円
で
設
計
し

ま
す
。

交

通

安

全

激
増
す
る
変
通
事
故
の
絶
誠

を
期
す
る
た
め
、
三
百
五
万
円

で
道
路
防
醗
さ
〈
、
交
通
安
全

塔
を
設
置
す
る
ほ
か
、
町
の
交

通
安
全
指
導
員
、
奉
仕
員
に
対

し
制
服
、
制
帽
の
費
用
を
図
り

統
一
さ
れ
た
服
装
に
よ
っ
て
交

通
指
導
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

防

消消
防
施
設
は
年
々
準
備
を
続

一般会計歳入歳出割合け
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
今

量
地
区
に
井
戸
式
防
火
水
そ
う

一
基
の
新
設
と
、
種
川
地
区
に

小
型
動
力
ポ
ン
プ
一
台
を
購
入

し
、
そ
の
経
費
と
し
て
七
十
万

四
千
円
、
そ
の
他
備
品
購
入
に

五
十
万
二
千
円
計
上
さ
れ
ま
し

た。

あ特

~U 

ま5
しの

り

O
園
民
健
康
保
険
会
計
事
業
勧

定

〈
八
平
四
百
八
+
五
万
三

千
円
)

三
千
豆
百
二
十
五
万
三
千
円

の
国
民
健
康
保
険
税
と
四
千
九

百
十
七
万
三
千
円
の
嗣
郎
支
出

金
が
お
も
な
財
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。
保
険
税
は
、
医
療
単
価

の
値
上
り
、
受
診
串
の
増
加
な

ど
に
よ
り
前
年
度
当
初
に
比
べ

三
十
二
・
九
必
の
増
と
な
り
ま

す。
歳
出
で
は
、
療
妻
、
助
産
、

葬
集
な
ど
の
保
険
給
付
費
に
七

千
七
百
六
十
八
万
六
千
円
、
疾

病
の
予
防
、
早
期
発
見
の
た
め

短
期
人
間
ド
ッ
ク
委
続
料
二
十

四
万
七
千
円
、
保
健
婦
活
動
の

た
め
小
型
乗
用
車
購
入
五
十
万

円
な
ど
に
重
出
さ
れ
ま
す
。

O
国
民
健
康
保
険
会
計
施
殴
勧

ιミ・・'‘.......Ld . ... 

そ

の

他

こ
の
ほ
か
り
お
も
な
支
幽
と

し
て
は
ス
キ
!
場
用
地
購
入
費

七
十
万
円
、
町
広
報
、
町
勢
要

覧
発
行
に
へ
十
万
五
千
円
、

納
税
貯
蓄
組
合
奨
励
金
七
十
万

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

定
三
億
四
干
五
百
万
六
干

円
)
お
も
な
収
入
は
、
入
院
、
外

来
な
ど
の
医
業
収
益
一
億
一
一
一
千

ー四
百
三
十
八
万
八
千
円
で
、
人

件
費
や
藁
品
な
ど
の
医
薬
費
用

に
一
億
三
千
六
十
六
万
六
千
円

が
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

資
本
的
宣
出
で
、
超
音
波
手
洗

装
置
な
ど
の
機
械
備
品
購
入
費

に
六
百
十
三
万
五
千
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

O
簡
易
水
道
事
績
会
計
〈
六
百

ニ
+
六
万
七

O
円〉

水
道
使
用
料
五
百
十
七
万
五

千
円
、
工
事
負
担
金
百
七
万
七

千
円
が
お
も
な
収
入
で
、
人
件

賞
、
使
用
料
徴
収
委
託
料
な
ど

の
総
務
費
に
す
一
百
六
十
一
万
八

千
円
、
ま
た
、
導
水
管
掃
除
に

三
十
万
円
、
原
材
料
費
に
大
す

=
一
万
円
、
償
還
金
に
百
八
十
万

八
千
円
が
支
出
さ
れ
ま
す
。
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昭
和
四
十
五
年
度

町
長
町
政
執
行
方
針

安

息

争

道

路

待
望
の
国
道
昇
格
な
っ
た
長

葉
線
内
国
道
二
七
七
号
線
)
は

二
億
五
百
万
円
で
稲
荷
峠
ほ
か

の
改
良
が
進
み
、
花
石
1
中
里

問
の
ん
ハ
・
七
キ
ロ
が

一
億
三
千

万
円
で
舗
装
さ
れ
ま
す
。

道
々
今
金
1
八
雲
線
で
は
、

一
億
一
千
四
百
万
円
で
八
京
地

区
の
四

・
七
キ
ロ
が
舗
装
さ
れ

今
金
地
区
の
三
百
五
十
回
川
に
交

通
安
全
の
た
め
の
歩
道
(
二
百

五
十
万
円
〉
が
新
設
さ
れ
ま
す

ま
た
、
今
金

l
北
桧
山
線
も

一
千
二
百
万
円
で
凍
雪
害
防
止

工
事
〈
九
百
八
十
奴
)
一
千
百

万
円
で
簡
易
舗
装
工
事
(
一
キ

ロ
)
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

-

河

川

一
級
河
川
利
別
川
の
改
修
事

業
は
、
稲
穂
地
区
を
中
心
に
二

億
五
千
万
円
で
実
施
さ
れ
、
オ

チ
ヤ
ヲ
ツ
ベ
川
、
メ
ツ
プ
川
な

ど
六
河
川
の
改
修
平
護
岸
工
事

に
七
千
五
百
万
円
計
上
さ
れ
ま

り
ま
す
。
特
に
、
米
の
生
産
調

整
問
題
は
、
従
来
よ
り
農
家
に

指
事
奨
励
し
た
当
局
の
立
掛
か

ら
考
え
て
多
〈
の
疑
義
も
生
じ

て
お
り
ま
す
が
、
関
係
機
関
と

前
加
盟
協
蟻
し
農
家
の
方
と
も
懇

談
し
て
有
効
適
切
な
措
置
を
検

討
の
上
、
早
急
結
論
を
得
た
い

と
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
土
地
、
気

象
条
件
に
恵
ま
れ
た
本
町
が
、

重
要
な
企
糧
安
定
供
給
基
地
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、

新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
農
政
の

転
換
を
国
策
に
反
映
し
つ
つ
生

産
地
の
誇
り
を
堅
持
し
、
真
剣

に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

999000 

お 整円入
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き見内発昭
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昭
和
四
十
五
年
度
予
算
案
を

提
案
す
る
に
あ
た
り
、
施
策
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま

す
@昨
年
は
、
春
以
来
の
天
候
不

顕
に
災
い
さ
れ
、
基
幹
産
梁
の

農
業
は
減
収
の
余
儀
な
き
結
果

と
な
り
ま
し
た
が
、
各
関
係
機

関
の
懸
命
な
指
摘
噌
と
農
家
の
努

力
が
実
り
本
町
独
自
白
自
然
条

件
に
応
え
る
成
績
を
み
る
こ
と

が
で
き
、
こ
の
ご
労
苦
に
対
し

深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
国
の
農
政
に

対
す
る
諸
情
勢
は
極
め
て
厳
し

く
、
幾
多
白
困
難
な
問
題
が
あ

=t筒142) ，_昭和45年4月15日

と
信
ず
芯
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
実
情
か
ら
、
昭

和
四
十
五
年
度
は

一
九
七

0
年

代
の
昭
で
も
あ
り
、
本
年
を
契

機
に
す
べ
て
を
飛
掘
の
第
一
歩

と
し
て
迎
え
る
気
迫
を
も
ワ
て

新
し
い
時
代
、

新
し
い
生
活
に

ふ
さ
わ
し
い
基
盤
と
十
分
な
機

能
品
施
設
を
備
え
た
町
づ
く
り

に
挺
身
し
た
い
と
念
願
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

行
政
運
営
の
高
度
化
に

町

総

合

計

画

を

策

定

本
年
度
目
、
小
職
の
最
終
任

期
の
年
に
あ
た
り
ま
す
が
、
な

お
健
全
財
政
の
基
本
的
考
え
方

を
堅
持
し
、
努
め
て
町
民
に
直

結
す
る
施
設
。
充
実
と
、
町
勢

進
展
上
必
要
な
継
続
事
換
を
銀

幹
と
し
マ
編
成
し
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。

重
要
施
策
の
第
一
は
継
続
事

業
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
に
引
き

続
き
今
金
小
学
校
の
改
築
、
豊

田
橋
、
初
回
橋
の
掛
け
替
え
、

昭
和
線
の
舗
装
、
第
二
幹
線
川

町
改
修
等
の
各
種
施
設
を
全
力

を
も
っ
て
進
め
た
い
と
存
じ
ま

す。
第
二
は
、
山
村
復
興
法
に
基

づ
く
事
業
の
推
進
で
あ
り
ま
す

こ
の
計
画
は
、
四
十
四
年
度

指
定
を
受
什
た
も
の
で
、
産
業

基
盤
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
、
生

活
環
境
の
整
備
等
振
興
対
策
を

計
画
的
に
推
進
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

国
道

空七
五て

士号
室線
画の
発改
予由

芝五
三ど
る

こ
と
し
も
勘
軍
備
が
進
む

国
道
二
七
七
骨
線

し
た
。なお
、
美
利
河
ダ
ム
の
開
査

は
、
こ
と
し
も
引
き
続
き
実
施

さ
れ
ま
す
a

A
V

橋

梁

利
別
川
の
河
川
改
修
に
伴
い

稲
荷
編

〈
二
百
八阿川
)
が
二
年

計
画
で
掛
け
替
え
ら
れ
ま
す
が

こ
と
し
は
凶
千
万
円
の
事
業
費

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

-

漫

画

畢

昭
和
四
十
一

年
か
ら
着
工
さ

れ
た
北
桧
山
国
営
か
ん
ば
い
事

業
は
、
左
岸
、
右
岸
と
も
二
億

円
が
確
定
し
、
左
岸
で
は
、
第

一
幹
線
水
路
の
改
修
や
放
水
路

第
三
は
、
行
政
円
近
代
化
で

あ
り
ま
す
。
最
近
、
町
村
の
住

民
に
対
す
る
ザ

i
ピ
ス
は
、
質

量
と
も
に
そ
の
高
度
化
を
強
く

要
請
さ
れ
て
お
り
、
住
民
の
身

近
か
な
立
場
で
日
常
生
活
に
密

LtrJ 
a
E
林
業
振
興

策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
し
い

生
産
態
勢
へ
の

転
換
期
を
迎
え

て
本
町
農
業
の

あ
る
べ
金
獲
を

其
剣
に
考
究
し

さ
ら
に
前
向
き

で
対
処
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
事
業
な
か

ば
の
国
営
か
ん

ば
い
事
業
の
意

見
調
整
、
ほ
場

整
偏
、
共
同
利

橋
梁
の
設
置
、
右
揮
で
は
、
真

駒
内
ダ
ム
の
仮
排
水
ト
ン
不
ル

の
工
事
や
用
地
補
償
費
に
あ
て

ら
れ
ま
す
。

い
よ
い
よ
今
年
度
か
ら
三
カ

年
計
画
で
造
成
さ
れ
る
日
進
地

区
共
同
利
用
模
範
牧
場
(
二
百

ヘ
ク
タ
ー
ル〉

は
、
初
年
度
分

と
し
て
二
千
七
百
万
円
の
事
業

費
が
認
め
ら
れ
ま
し
た。

こ
町
ほ
か
、
稲
穂
地
区
の
道

営
ほ
場
事
業
は
、
五
カ
年
計
画

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
と
と

し
は
五
千
万
円
の
事
業
費
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

-
F
j
z
i
d
i
-
-
f
j
i
g
-

ー一手数料は現金てーー

衛
生
的

で
住
み
よ

い
町
づ
く

り
の
た
め

今
金
、
北

陰
山
、
瀬

棚
の
三
町

共
同
で
建

設
し
て
い

ま
し
た
し

尿
処
理
施

陵
は
、
こ

の
ほ
ど
完

成
し
四
月

中
旬
か
ら

事
業
を
開

始
し
ま
し

た。
こ
れ
に

L尿処理事業スター

伴
っ
て
し
尿
の
収
集
方
法
な
ど

が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た

と
こ
ろ
で
、
く
み
取
り
料
は

こ
れ
ま
で
よ
り
値
上
げ
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
、
約
八
千
万

円
の
政
用
が
投
じ
ら
れ
た
施
設

の
償
却
曲
目
平
、
今
後
の
運
省
管

理
な
ど
か
ら
や
む
を
得
な
い
実

情
に
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
し
尿
収
集
寄
託
業
者

今
金
町
内
は
樋
野
清
掃
(
電

話
二

l
O四
O
一ニ〉

マ
収
集
手
数
料

一
リ
ッ
ト
ル
二
円
二
十
銭

マ
手
数
料
。
徴
収

餐
託
業
者
が
現
金
で
徴
収
。

領
収
書
を
発
行
す
る
の
で
、

着
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
任
務
と
責
任
は
い
よ
い
よ

重
大
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
事
務
の
簡
素
化
と
能

率
化
に
努
め
、
余
力
に
つ
い
て

は
主
要
の
施
策
に
廻
す
な
ど
積

極
的
に
配
慮
し
、
町
民
の
戸
に

応
え
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
勢
の
成
長
過
程
に

お
い
て
そ
の
未
来
性
に
つ
い
て

研
究
し
て
お
り
ま
し
た
長
期
的

か
つ
総
合
的
視
野
に
た
っ
た
町

飴
合
計
画
は
、
合
理
的
な
計
画

の
策
定
を
し
、
さ
ら
に
過
政
対

策
を
は
じ
め
総
合
段
政
問
題
な

ど
の
諸
情
勢
を
よ
く
判
断
し
て

秩
序
あ
る
行
政
運
営
の
高
度
化

に
努
力
す
る
方
針
で
あ
り
ま
す

用
模
範
牧
場
の
実
施
な
ど
各
般

の
土
地
基
盤
を
整
問
し
、
林
道

網
の
充
実
な
ど
高
度
生
産
の
た

め
努
め
て
既
定
方
剣
ど
お
り
推

進
し
た
い
考
え
で
あ
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は

小
規
模
事
業
の
健
全
な
発
展
を

促
進
す
る
た
め
、
道
信
用
保
証

協
会
予
託
金
を
培
地
し
金
融
の

円
滑
化
に
特
段
の
配
慮
を
い
た

1
ν
e
e
pレ
れ

ι
。

本
町
の
住
宅
事
情
は
年
々
緩

和
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら

に
人
口
移
動
に
伴
う
住
宅
不
足

を
解
消
す
る
た
め
、
二
十
戸
。

公
営
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
に

• 
く
み
取
り
量
は
必
ず
確
認
し

通
知
書
に
検
印
を
押
し
て
く

三塁一、。

ー

=
1U

手
数
料
は
現
金
で
す
の
で
、

申
し
込
ん
で
も
不
在
の
場
合

は
く
み
取
り
で
&き
ま
せ
ん。

マ
そ
の
他

し
尿
収
集
は、

原
則
と
し
て

士
服
日
が
午
前
中、

日
曜
、

祝
祭
日
は
休
み
で
す。

ご
意
見
、

ご
希
望
は
「
桧
山

北
部
三
町
し
尿
処
理
組
合
』

(
電
話

・
北
桧
山
五

O
四
七
)

か
役
場
町
民
限
へ
。

氏選/

管
委
員
長

内
問

四
月
八
日
開
か
れ
た
選
挙
管

理
委
員
会
で
、
辻
理
、
山
本
民

官
、
由
浅
幸
作
各
氏
の
辞
任
に

伴
い
、
次
の
と
お
り
新
し
い
委

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

マ
委
員
長
内
国
益
男
マ
香
員

村
上
常
訟
、
岡
部
広
、
時
戸
忠

左
エ
門

，，t
dJ
 教
育
委
員
に
は
河
村
氏

再
任

第
一
固
定
例
町
接
会
で
、
任

期
満
了
に
伴

5
教
育
委
員
会
養

貝
に
河
村
昭
夫
氏
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

ー寸

し
ま
し
た。

た
く
ま
し
い
町
.つ
く
り
の
原

一

動
力
と
な
る
青
少
年
に
は
特
に

期
待
し
、
背
A
Y
年
会
館
を
中
心

と
し
て
す
ぐ
れ
た
後
継
者
。
育

成
に
尽
く
す
所
存
で
お
り
ま
す

ま
た
、
教
育
施
段
、
国
保
病

院
、
消
防
施
陵
も
引
き
続
き
重

点
的
に
充
実
を
図
る
方
針
で
あ

り
ま
す
。

..... 包-・-.ュョ.同区~河'守、巴~..'

民
生
関
係
で
は
、
防
護
さ
く

}

や
安
全
第
の
設
置
な
ど
の
受
通

安
全
対
策
、
し
尿
処
理
場
、
じ

ん
か
い
処
理
場
な
ど
の
環
境
補

生
対
策
、
ね
た
き
り
老
人
町
宥

趨
健
康
相
談
な
ど
の
老
人
対
策

さ
ら
に
飲
料
水
対
策
な
ど
、
住

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
積
極
的

・

に
取
り
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
陳
情
、
請
願
し

一

て
い
る
園
、
道
費
導
入
事
業
は

一

十
五
億
円
余
に
及
び
、
特
に
長

一

束
線
の
国
道
昇
格
に
伴
う
改
良

-

や
舗
装
、
各
河
川
の
改
修
な
ど

一

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

一

以
上
、
昭
和
四
十
五
年
度
の

執
行
方
針
を
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
住
民
の
要
望
を
可
能
な
限

り
町
政
に
反
映
し
『
健
康
で
明

る
く
豊
か
な
町
づ
く
り
』
を
そ

ア
ト
ー
に
町
勢
の
健
全
な
運
営

に
寄
与
い
た
し
、
町
民
の
付
刊

に
応
え
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
内

f""""'--....."'...町岡山山町幽問凶nfI"，，，mn...._..ー

E 一四岨岬町山町山川町岡山町凶叫恥叫叫ι 一一

j 火事の注意も家事のうち ---"ぶiご-T1， 0春は最も火災の暑と士 I串+ /4ふ 占 一

( """''1:1'' Id..JUt ¥):A此先生しやすい時期てサA

j O寝る前や外出するときには火の元の，捕を。
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国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証

(手
帳
)
の
検

認
は
、
四
月
中

に
各
部
落
に
出

向
い
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
の
検
寵
は

被
保
険
者
の
資

格
平
異
動
な
ど

の
挟
況
を
再
確

認
し
、
被
保
険

者
証
が
正
し
く

使
用
さ
れ
る
た

め
に
行
な
わ
れ

る
も
の
で
寸

家
族
に
伝
入
、
転
出
、
出
生

死
亡
、

他
保
険
へ
の
加
入
、
脱

退
な
ど
に
よ
る
異
動
が
あ
る
場

'
合
は
、

保
険
税
の
課
税
に
も
支

障
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
@

な
お
、

検
認
済
ス
タ
ン
プ
四

な
い
被
保
険
者
証
は
、
五
月
-

日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
か
ら

必
ず
四
月
中
に
検
認
を
受
け
て

国保被保険者証の

検認は4月中に

=(篇142).==昭和45年4月15日

〈
だ
さ
い
.

テ
レ
ビ
の
修
理
を

勉
強
し
ま
せ
ん
か

N
H
K
教
育
テ

ν
ピ
で
、
四

月
六
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

玄
十
二
回
に
わ
た
っ
て
、
N
H

K
技
術
講
鹿
「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

技
術
」
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
昭
和
三
十
六

年
に
生
ま
れ
て
以
来
、
テ
レ
ピ

の
基
礎
か
ら
故
障
修
理
ま
で
習

得
で
き
る
た
め
、
テ

νピ
の
販

売
平
修
理
に
た
ず
さ
わ
る
人
ば

か
り
で
な
く
一
般
の
人
た
ち
に

も
好
評
で
す
。

十
回
自
の
こ
と
し
は
、
内
容

も
さ
ら
に
充
実
さ
れ
、
初
歩
の

基
礎
知
識
か
ら
真
空
菅
式
、
ト

-一フ

γ
ジ
ス
タ
式
テ

νピ
、
カ
ラ

ー
テ
レ
ビ
の
理
論
と
故
障
修
理

ま
で
を
実
物
平
実
験
を
加
え
て

や
さ
し
〈
説
明
し
て
い
ま
す
.

放
送
は
、
毎
週
月
・

水
曜
日

の
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
八
時

ま
で
で
す
.

こ
の
様
会
に
生
活
に
と
け
こ

ん
だ
テ
レ
ビ
の
内
側
を
勉
強
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
放
送
テ
キ
ス

ト
も
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
.

/
 観
光
み
や
げ
品
展
で

メ
ノ
ウ
細
工
が
入
賞

観
光
地

・
桧
山
に
ふ
さ
わ
し

い
み
宇
げ
品
を
開
発
し
よ
う
!

と
第
一

回
桧
山
観
光
み
や
げ
品

研
究
創
作
展
が
三
月
二
十
二
日

江
差
町
で
関
か
れ
ま
し
た
.

展
示
会
に
は
管
内
各
町
か
ら

約
四
十
点
出
品
さ
れ
ま
し
た
が

当
町
か
ら
出
品
し
た
土
産
源
蔵

さ
ん

2
ナ
花
石
)
の
か
メ
ノ
ウ

細
工

d
E
江
差
町
畏
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
展
示
会
場
で

即
売
会
も
あ
り
、
メ
ノ
ウ
の
装

身
具
困
問
は
好
評
で
た
ち
ま
ち
売

り
切
れ
ま
し
た
。

⑨
町
の
人
事
⑥

〈
四
月

一
日
付
〉

道卓会与を主義峰

l町税の納期が
変わりました
昭和45年度町税の納期は、国民健康保
険税が5期制を採用したため、次のよう

に変更になりました。

納期を守って正しい納税に協ガしま L

ょう.

月 税 目 期

4月 閤定費産税 1期

5月
固定資産税 2期
軽自動 車税 年分

6月 町 道 民 税 1期

7月 筒民健康保険税 1期

a月 町 道 民 税 2期
国民健康保険税 2 期

s月 自民健康保険税 3期

10月
固定資産税 3蜘
国民健康保険税 4期

11月 国民健康保険 税 5期

12月 町 道 民 税 3 1OI 

マ
土
地
改
良
課
長
兼
管
理
係
長

字
野
浩
マ
同
謀
換
地
計
繭
係
兼

管
理
係

鎌

田
信
隆
マ
間
諜
土

地
改
良
係
伊
藤
光
広
マ
企
画

室
次
長
有
賀
正
夫
マ
同
室
企

画
係
自
国
壮
ニ
マ
産
業
課
長

補
佐
兼
農
産
係
長

吉

田
辰
雄

マ
建
債
銀
車
輔
係
長
兼
土
木
係

品
山
英
単
マ
同
銀
都
市
計
面
係

兼
土
木
係

市
原
正
マ
岡
県
管

理
係
今
野
む
つ
子
マ
町
民
銀

衛
生
係
捧
村
チ
ョ
マ
総
務
課

庶
務
係
須
甲
泰
子
マ
教
育
委

員
会
学
校
教
育
係
川
島
紀
邦

マ
同
総
務
係
自
国
国
代
子

よ
ろ
こ
び
・
か
な
し
み

〈
三
月
分
〉

園
出
生
+
七
名

村
瀬
考
治
(
春
雄
・
大
和
町
)

鈴
木
知
香
子
(
知
明
・
東
町
)

杉
本
博
子
〈
文
夫
・

南
栄
町
)

畠
山
直
樹
〈
敏
彦
・

南
栄
町
)

角
田
純
子
(
鉄
雄

・
寒
昇
)

横
山
将
之
ハ
利
昭
・
末
広
町
)

多
国
智
恵
〔
定
男
・
南
栄
町
)

佐
藤
寧
経
(
幸
雄
・
種
川
〉

中
野
伸
雪
』
〔
武
房
・
南
栄
町
)

大
坪
伸
昭
〈
忠
春
・
南
町
)

成
田
弘
子
門
省
三
・
神
丘
〉

菱
田
富
美
子
〈
厳
・
住
吉
)

細
川
掛
宰
〈
徹
男
・
栄
町
〉

訟
村
直
入
門
俊
昭
・
曙
町
)

鳩
和
子
〈
勝
治
・
奥
沢
〉

桜
井
博
子
同
清
一
・
田
代
)

阿
部
靖
弘
(
勝
好
・
旭
町
〉

図
煽
姻
+
組

川
崎
末
広
"
田
中
ハ
シ
エ
ハ
末

広
町
〉
河
田
-
之
"
谷
国
主
干

(
神
丘
〉
山
田
勉

u笹
本
富
美

子
〈
東
雲
町
)
小
岩
高
度
H
伊

藤
ゆ
り
干
〈
種
川
)
湯
沢
陸
E

川
文
信
干
円
高
美
町
》
岡
本
幸

吉
E
笹
森
久
子
(
八
幡
町
〉
阪

井
利
男

u山
内
愛
子
(
高
奨
町

〉
古
谷
賢
治

a
小
林
敏
子
〈
未

広
町
〉
水
野
官
邸
H
佐
々
木
京

子
〈
曙
町
)
山
下
修
'
須
甲
末

干

(
開
運
町
〉

ロ
死
亡
七
名

佐
藤
朝
次
郎
国
〈
種
川
)
苅
屋

玉
吉
切
ハ
団
代
}
杉
岡
千
代
吉

η
(南
町

Y久
末
か
つ
晶
臼
(

末
広
町
〉
飯
田
ス
エ
花
《
本

)
笠
原
佐
官
刊
〈
神
丘
〉
村
上

章
一
日
出
(
種
川
V

一
咽
剃
紅
紫
竹
マ
ベ
一


